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1．　 は じめ に

　青年会や グ ル
ープ ・サ ーク ル な どの 近代的青年集団 の ほか に ， 伝統的青年集団 で あ

る 「若者組」 の 末裔が
， 現在 もなお 全国各地 の 村落に 点在 して い る

（1）
。

　若者組の 起源は ， 藩政期ある い は それ よ りも昔に 遡れ るほ ど古い （2）
。 若者組は ， 村

落共同体 の 維持 ・存続に 不 可欠な役割を果た した と同時に
， 重要な人 間形成の 場 で も

あ っ た 。 佐藤守も指摘してい る よ うに ， 若者組は村落内に お け る各種の 労働 ， 消防 ・

夜警， 警察 ， 葬式な どの 役割分担 ， 入 り会い 林野や地先漁場 の 管理 統制 ， 氏神祭典行

事の 下請け ， 盆踊 りな どで重要な役割を果た し ， 同時に これ らの 諸活動を通 じて ， 村

落の 伝統的行動様式 の総体 （文化）を引き継い で きたか らで ある
（3）

。

　 こ の よ うな若者組の 研究が教育社会学の 分野で 精力的に な され た の は ， 昭 和30年頃

か ら同45年頃に か けて で あ っ た （4）
。 それ は ， 伝統的青年集団の 消滅化 ， 官製的青年団

に 代わ る青年会の 組織化 ， 近代的な青年 の グル ープ ・サ ーク ル の 簇生が 同時に 進行 し

た 時代で あ っ た 。 変動の 激 しい 社会の 中で 多様化 した 青年 と青年集団 の 在 り方が，模

索 され て い た時代で もあ っ た 。 こ の 頃 ， 教育社会学 の 分野で な された 主要な 若老組 の

研究は ，
つ ぎの 三 つ で ある。

　第一
は ， 竹内利美や江馬成也に 代表 され る農村社会学的調査か ら生 まれ た 研究。 た

とえば 「東北 村落の年序組織」 の 究 明に 焦点を あて た研究が ， そ れ で ある
（5 ）

。

　第二 は ， 矢野峻を リーダー として 展開 した 道徳教育 の教育社会学的調査か ら生 まれ

た研究。 た とえ ぽ 「年齢階梯組織 とその教育機能」 の 究明に 力点を置い た研究 （小林

文人分担）が ， それ で あ る  
。

　そ して 第三 は ，　 「伝統的青年集団の 近代化過程」を 実証的に 究 明 した 佐藤守 の 歴史

社会学的研究が ， それ で ある （7 ）
。

　い ずれ の研究 も民俗学の 分野で 開拓 され て きた 研究成果を踏 ま え ， それ ぞれ の関心
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や 問題意識に 基づ い て研究を展開 した が，
つ ぎの 点で は一致して い た 。 た とえば村落

に 見 られた 年齢階梯集団の 究明 ， その
一

環をなす伝統的青年集団の 構造 ・機能 ， お よ

び それ らの 変容過程 の 究明がそれ で あ る。 同時に ， そ こ で は新 しい 青年集団 の 探究 も

な され て い た とい っ て よい 。

　 さ らに 研究方法上 の 点で も共通点があ っ た 。 村落の 社会構造 の 違い （同族的か 組的

か ）， 村落の 経済的基盤 の 違い （山間部農村か 平場農村か ， あ る い は 漁村か ）な どを

考慮し ， それ ぞれ異な る調査対象地の 事例を比較研究して い る こ とで ある。 また ， そ

れぞれの 事例研究は ， 質問紙調査を部分的に 併用す る こ ともあるが ， 大部分は 面接に

よる伝承や体験 の聴 き取 り， 史料や統計資料 ， そ の 他の 記録類 ・物件等の 収集に 依存

して い る 。

　本研究の 目的や方法は ， 先行研究の それ と重 な る点 も多い が ，
つ ぎの よ うな 特徴が

ある 。

　第一は ， 研究 目的を伝統的青年集団の再編過程 の究明に 置い て い る 。

一
つ は 村落の

階層分化に 伴 う伝統的青年集団の 組織分化とそ の 再統合，
い ま一つ は 伝統的青年集団

と官製的青年団の 並存重複， そ して もう
一

つ は 伝統的青年集団の 消滅 とそ の 再生。 以

上 の それ ぞれ が， 事例に 即して 実証的に 究明 され る
。

　第二 に
， 研究方法で あるが，本研究は複数事例の 比較研究で は な く，

一事例の歴史

社会学的研究で ある 。 しか し ， 面接調査の 実施を は じめ
， 罠俗研究老等が な した 先行

研究の 吟味 ， 史料 ・統計資料 ・記録な どか ら得 られ る情報の 収集な ども し，
い ろい ろ

な角度か ら主題に ア プ ロ ーチ した 。 とは い え， 得 られた 情報の 多 くは 断片的 で ， 時に

矛盾さえ見 られ ， 判断に 苦慮 した とこ ろ もある 。

　な お ， 本研究は 一事例研究 の 形式を取 っ て い る が ， 元 々 は 複数事例の 比較研究を企

図した共同研究の
一環を なす もの であ る

（8）
。

2．　 上小 阿仁 村 と小 沢田 若勢団

　調 査対象地 の 上小阿仁村は ， 明治 22年 の 「市制 ・ 町村制」の実施に よ り， 九 力村 （24

部落）が統合 して で き， その ま ま今 目に至 っ て い る山間村で ある 。 南北に 細長い 地形

で ， 四方を 山に 囲 まれ ， 総面積 （257km2 ）の 約95％が山林原野で あ る 。 村の 中央 を小

阿仁川が流れ ， これ に 沿 っ て 20集落 （昭和59年現在）が散在する 。

　人 口 と戸数の 推移は つ ぎの よ うで ， 昭和 35年以降 の 人 口 減 少 が 著 し い 。 明治 5

（1872）年3008人 ，
479戸→ 昭和 5 （1930）年5126人 ， 806戸→ 同35 （1960）年6972人 ，

1303戸→ 同45 （1970）年5242人，
1318戸→ 同59 （1984）年4323人， 1293戸 。 基斡産業

は 農林業 で あるが ， 有業者に 占め る 農林業従事率は ，
つ ぎ の よ うに 下 降 して い る 。 昭

和25年 （76．8％）→ 同40年 （6G．7％）→ 同55年 （35．3％）。

　こ の 上 小阿仁村の ほ とん どの 部落に は ，
か つ て 「ワ カ ゼ 」 と呼ぽれ る青壮年層 （15

〜42歳） の人 々 か らな る 「若勢団」 が 存 在 し た 。 若勢団とは 伝統的青年集団の こ と
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で
， 青壮年型 の 「若者組」の 範麟に 入 る 。 それが ，

い まだ に 存続 して い る部落 もある

が ， 消滅した所 も多い
。 本稿で は 藩政期か ら存在 した が ， 昭和 30年代初頭に 消滅 し，

そ の 後 ， 昭和51年に 再生 した小沢 田部落の 若勢団に つ い て
， そ の 再 編過程 を事例に 即

して 究明し て い くこ とに な る 。

3，　 （旧）小沢 田 村 の 階 層分化 と若勢団の 再編

　 『秋 田風土 記』　（小阿仁 の 部）や 『小阿仁 風土記』に よる と， 文化 12 （1815）年頃

の 小沢田 村は ， 戸数45戸 ， 人 口 232人 ， 高 152石 9 斗で ， 零細な水 田耕作を 中心 と した

山間 村で あ っ た
（9）

。 また小沢 田村は ， 同族結合を母体 とした村で もあ っ た 。 た とえば

明治時代の 初め ， 56世帯 の うち，中心勢 力をなす姓氏は ，田中 （21）， 伊藤 （20）で

あ り， 残 りは 小林 （7）， その 他 （8 ）で ある
（10）

。 しか し， 大地主は い なか っ た 。

　 宮本常
一

の 調査に よれ ば， 明治以前 の 小沢 田村で は ， ワ カ ゼ を置い て 直営生産を行

っ て も，大体20町 歩まで で あ っ た 。 旧家は ， もと もと一軒だ け特別 に 大 ぎ く存在 し よ

うとす るの で は な く， 本家の 勢力 よ りや や劣る別 家 （分家）を何戸か 出 して
， 本家の

支えに する傾向が強か っ た 。 しか るに
，
20町 歩以上は 別家を出して 別家に 経 営 さ せ

た 。 本家か ら出る 次三 男の 別家は ， 本家の 財産の 三 分の
一

以下を もらうの が 普通 で あ

っ た 。 肝煎を して い た 田中本家 も ， 明治の 初め まで は ，
20町歩程度 の 自作地主で あ っ

た 。 本家の 農業労働力は ，
ワ カ ゼ と称す る常雇い の 奉公人 を主体 と し， 農繁期に は ，

別家や ワ カ ゼ別家の 手伝 い に 依存 した
（11）

。

　こ の よ うな小沢田村に も， すでに 藩政期か ら若勢団が存在 した よ うだ 。 小沢田村と

隣接する大林の 若勢団が ， 天保14 （1843）年， 「獅子踊」 の 最中に 鎌沢の 若勢連 と一

悶着あ っ た
（エ2）

， と記録 され て い るか らで ある。

　普通， 若勢団に は ， 各家々 の ワ カ ゼ とオ ヤ ギ （オ ヤ キ ）と称す る上層農家に 雇われ

て働 く 「住み 込み ワ カ ゼ 」 の 双方が加入 して い た 。 若勢団の 部落内で の 位置は ， 惣代
一伍長 （組頭）一若勢団 とい うつ なが りの 中に あ っ た 。 しか し，

こ の 若勢団は ム ラ の

階層分化が拡大す る過程 で再編 され る こ とに なる 。 そ の プ ロ セ ス は ， 小沢田 の 場 合 ，

つ ぎの よ うで ある。

　明治 5 （1872）年か ら土地売買が 自由に な る と， 田中本家 （和 一
郎）は米 の貸付 け

をや り， そ の 抵当に 土 地を取 り， 小作地 を増や した 。 明治時代の 末に は ， 和 一郎の 息

子吉五 郎 は ，
40町歩 の土地を持ち ， さ らに 吉五 郎の 息子元久は ， 昭和 19 （1944）年に

55町歩 （75町 歩 と もい わ れ る）を所有す るに 至 っ た 。 昭和 19年現在で 小沢 田部落の 水

田所有状況を み る と ， 50町歩以上 （1 戸），
10〜 5 町歩 （2 戸）， 3 〜 1町歩 （5 戸），

1 町 歩 〜 5 反歩 （6 戸 ）， 5 〜 3反 歩 （2戸）， 3 〜 1反歩 （10戸）， 1反歩以 下 （23

戸）， 水 田を持た な い 者 （63戸）で あ っ た 。 そ して こ の うち ， 同 じ姓氏が 10 戸 以上 あ

る もの を 見る と， 田中 （58）， 伊藤 （34）， 小林 （11） とな っ て い る
（13 ）

。

　以上か らすれば ， 小沢田部落は ， 明治 初頭か ら約 70年間で戸数 も約 110戸 と倍増 し ，
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同時に 田中本家の 支配す る とこ ろ とな っ た 。 それ は
， 小沢田 部落に お い て 拡大 し て い

っ た 階層分化 の 到達点で もあ っ た 。

　こ の よ うな階層分化の 過程で ， 部落会の 組織 も変わ る 。 明治24年に 「伍長 ヲ廃 シ 更

二 協議委員拾五 名 ヲ選挙 ス ル 事」 に な っ た が ， 同 41年に は ， 協議委員は 5 名 と改め ら

れ ， 「部落 二 関 ス ル
ー−t”ノ 事」に つ い て 議決権を所有す る こ とも成文化 され る（14）

。

　こ うした変化は ， 若勢団 の 再編を伴 っ て もい た 。 明治30年頃 ， 当時 の村長田申吉五

郎の 従兄弟で
， 小沢田 部落会の 年番 も務 め た 田中元治等が中心 とな り，　「部落を振興

させ るた め に は ， 若者が協力しな けれ ばな らない 」 とい うこ とで ， 部落内の ワ カ ゼ 達

を青年会第一部 と青年会第二 部 とに 再編 した 。 第〜
部 の 構成員は

， 本家格や有力老の

長男で あ っ た 。 また 第二 部の 構成 員は ， 小作人や 零細 な 自作農の 子弟 ， 住み 込み ワ カ

ゼ
， お よび有力者 の 家の 次三 男で あ っ た 。

こ の よ うな若勢団の 再編は ， 大林や 沖田面

な どの 他部落で もな され た 。 そ こ で は ， 小沢 田で 言 うとこ ろの 青年会第一部を若者団

と呼び
， 同第二 部を 若勢団と称 した 。 そ して 再編された若勢団 と部落会との 関係は ，

惣代 （部落会長）一伍長 （協議委員）一青年会第
一
部 （若者団）

一
青年会第二 部 （若

勢団）とい うつ なが りに 変化 した 。 それ は
， 家族 の 人間関係に 例えれ ば ， 戸主 が伍長

で ， 息子達が第二 部 （若勢団）で
， その 間に 入 っ て 案配す る嚊が 第一

部 （若老団）で

あ っ た
q5 ）

。

　小沢田部落の 場合， 若勢団の 再編に 際 し ， 他部落 とは 異な る 「青年会」 と い う名称

を使用 して い るが ， これ は 明治28年 ， 上小 阿仁村が三 学区に 組織を試みた 青年会とは

違 う。 後者は ， 当時，全国的に 見 られ た若連 中の 改革 へ の 動 きの 中か ら生 まれ ，

一
般

青年 の 善導を 目的 とした もの で あ り， 組織 も部落の枠を越 えた もの で あ っ た か らだ 。

　以上か らす れ ば，小沢田部落に 見 られた 若勢団の 青年会第
一

部 と第二 部 へ の 再 編

は ， 部落会組織の 再編 と同様 ， それ は 村落内の 階層分化に 対応 した 地主層の ム ラ支配

策の
一環で もあ っ た と言え よ う。

4． 若勢団 と青年団 の 並存重複

（1） 青年 団 の 発 足 と若 勢団

　若勢団の 再編を推進 した村内事情 とは 関係な く， そ の 後 も部落の 枠を越えた 官製的

青年団体づ くりが全国的潮流の 中で 進ん だ 。 と くに 日露戦争の 終結 した明治38年に ，

文部省普通学務局長 通牒 「青年團 二 關 ス ル 件」が 出て か ら， 青年団体づ くりは 新たに

積極化 して い っ た 。

　上小阿仁村 で も郡訓令に 基づ き ， 小沢 田 ， 沖田面 ， 仏社 の 三 学区に 青年会で は な く

校友会が設置 され た 。 校友会は 各学校長 が 会長 で ， 部落 の 有 力者 を後援者 とした 。 そ

の 主 な事業は ， 修養を 目指す もの ， 風紀の 改善を 目指す もの な どで あ っ た 。 夜学会や

通俗講演会な ど も試み られた
（16 ）

。

　こ うした校友会は，先 の官製的青年会 と同様 ，

一般青年 の 善導や伝統的 青年集団の
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改造 を 目指す もの で あ り， 「官製的特殊機能集団」 として の青年団設置へ の 布石 とな

っ た 。 しか し， 部落の 枠を越え る青年団体づ くりは ， 伝統的青年集団 が存続 して い る

限 り， なか なか 進展 し なか っ た よ うだ 。 小沢田部落の 場 合 も， 若勢団 の 再編に よ っ て

で きた青年会は 健在で あ り， それ は 困難な こ とで あ っ た と思われ る 。

　た とえ ば明治42年頃に 若勢団 （青年会第ご 部） に 加入 した小沢 田 部 落 の K ．K ．氏

（明治28年生）に よれば ， 当時の 青年会第二 部は ，
つ ぎの よ うで あ っ た

（17）

。

　  　加入 年齢 は15歳で ， 脱退年齢は 42歳 。

　  組織は ， 若勢頭 1 人，世話役 2 人で ， あ とは 年功で あ っ た
。

　  　宿は ワ カ ゼ の い る い ない に か か わ らず ， 家の 大きい とこ ろに 頼んだ 。

　  若勢寄 り合 い は ， 用件に よ っ て は昼夜 の 別は なか っ た 。 寄 り合い の 連絡は ， 加

　　入 した て の ワ カ ゼ の 仕事で あ っ た 。 寄 り合い に 30分程遅れ る と， 罰金 として 20銭

　　を徴収 され た 。

　  　主 な活動は ， 部落有林野 の監督 ， 護岸工 事 ， 開墾 ， 獅子踊，相撲大会 （七倉神

　　社の 祭典余興）な どで あ っ た 。

　また ， 「小沢 田部落維持規則」 （明治41年 4 月 7 日制定）の 次の ニ カ条 も， 部落有林

野の 監督や 原野 の 取締 りに 関 して ， 若勢が部落か ら特に 期待され て い た こ とを物語 っ

て い る。

　　第五条　郷林 ノ 保護 ハ 従来ノ通若勢ヲ 以テ 監督セ シ ム 若 シ 犯人 ヲ検挙 シ タ ル 者ア

　　　　　　ル 時 ハ 賞金壱円 ヲー与フ ナ リ

　　第六条　原野取締 ハ 第 5 条 ト　ff−p．．ナ ル モ ー定 ノ場 処除 ク ノ 外 ハ 採取従来 ノ 通 トス

　とこ ろ で ， 明治38年頃か ら積極化 した 内務 ・文部両省の青年 団体指導は ，大正 4 年

の 両 省次官通牒 「青年團體 二 關 ス ル 件」 が 出て 拍車が か か り，ナ シ ョ ナ リ ズ ム が 高揚

して い く過程で 本格化 して い く。 秋 田県で も大正 5 （1916）年に 「青年團施設要項」
〔18）

が 定め られ ， 大正 7 年に はす で に 329の 青年団が存在 し た
（19）

。 青年会づ くりや校友会

の 設置に 腐心 して きた 上 小阿仁村は ， こ うし た時代の 風潮の 中で ， 大正 5 年 ， 上 小阿

仁村青年団を組織 した
。 小沢田 ， 沖田面 ， 仏社 の三 学区に 支団を置き ， 各学校長 を支

団長と した 。 そ して 団長に は 村長が な っ た 。 上 小阿仁村青年団 は ， 部落の 枠を越え ，

さ らに 学区を越 え ， 村の 青年を一 つ に 組織す る もの で あ っ た 。 さ らに 大正 14 （1925）

年に ， 大 日本連合青年団が発足 し ， 青年団の 全 国組織が 確立 す る と， 小沢田青年団 も

上 小阿仁村青年団支部と してそ の 末端に 位置する こ とに な る。

　 した が っ て青年 団の 活動 も，修養を 目指す もの だ け で な く， 交流や 親睦を深め た

り， 村づ く りを意識 させ る もの な ど ， い ろ い ろで あ っ た 。 村 の 枠を越えた 郡 レ ベ ル の

運 動 会 も開催 され た 。た とえば昭 和 2 年度 「村会会議録」 に よれ ぽ，大正 15年 の 上小

阿仁村青年 団は ， 250人の 団員 （多 くは 25歳 以下）か らな り，
つ ぎの よ うな活動を し

て い た 。

　 3 月 28日　 惣 会 ヲ兼ネ模擬村会開催　出席者約二 百人
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6 月22日

8 月15日

8 月16日

9 月 16日

春季運動会ヲ 開催 ス 　出席者約六 十人

修養会開催　出席老五 十人

郡聯合運動会出席者選手互選

郡聯合運動会　出席人員四十 人

　こ の よ うに し て ， 青年 団は 部落や村 の枠に とらわれずに 外へ 開か れ ， 最 終 的 に は

「皇国」 志向を期待されて い っ た 。 それ は 若勢団 と対照的で あ る。 若勢団は ， 内部 自

閉的な部落組織の 一環 をなす もの で ， 家頭 （戸主）に な るまで の 若勢が所属し， そ こ

で は 「部落」志 向が 強 く期待 され て い た か らで あ る 。
25歳以下 の ワ カ ゼ の 場合 ， 若勢

団 と青年団の 双 方の 成員で あ っ た が ， どち らか とい え ば 「部落」 志向的 で あ っ た 。 た

とえ ぽ若勢団の 寄 り合い や行事に 遅刻や 欠席をす る と科料 を取られ た よ うだ が ， 青年

団に つ い ては そ うい うこ とを 耳に しない 。 先の 青年団行事へ の 出席率をみ て も，総会

は 約 8 割 と高い が ， 運動会や修養会は 約 2 割に す ぎない  
。

　こ の よ うに 「伝統的青年集団」が 「官製的青年団」 を圧倒 した 状態で ， 双 方が並存

重複した こ とは ， 上小阿仁村に 限 らず東北地 方に 広 く見 られ た現象とい え よ う
（21）

。 上

小阿仁村 の 場合は ， 部落有林野 も比較的多 く， 部落が 若勢に 期待す る ところ が 大 きか

っ た こ とも看過で きない
（22〕

。

（2） 青 年会第
一

部 と第二 部の 統合

　伝統的青年集団は ， 宮製的青年団の 確立 後 も， それ と並存重複 しつ つ 部落内で重 要

な役割 を果た し て い た 。 だが 小沢田部落 に つ い て 言 えぼ， 伝統的青年集団 （青年会）

は内部矛盾をは らみ 出して い た 。 それは ，
つ ぎの よ うで ある。

　か つ て の ム ラ の有 力者 の 中に は ， そ の 財を 失い ， その 息子が年雇 いに な るケ
ー

ス も

出て きて い た 。 小沢田部落の場合 ， そ うした 家の 息子で も所属は 相変わ らず青年会第

一
部で あ っ た 。 その 結果 ， 会長 の 選 出も従来の よ うに 「持ち回 り」 で きな くな っ た 。

また ， 第
一

部 と第二 部 との 関係に も無理が生 じ て き た 。 た とえば草相撲をや る場 合

に ， 「場所 を つ くれ 」 とい っ て ，第一部所属の 「年雇い 」が 第二 部の もの に 威張 る と

きな ど もあ っ た か らで ある 。 第二 部が第
一

部の 言 うこ とを きか な くもな る 。

　 こ うした 変化の 中で ， 無力化 した 青年会第
一

部に 代わ り 「青年同志会」 が結成 され

る 。 それ は 昭和の 初 め の 頃で あっ た 。
しか し ， それ もま ま な らず ， 昭和 7 年頃 ， 青年

会第二 部 の 若勢頭か ら伍長 （部落協議委員）に な っ た E ，U ．氏 （明治40年生）が， 第

二 部 と無力化 した 第
一

部を 統合 した
（23）

。

　 こ の よ うな伝統的青年集 団の 再編 の 背景に は ， 部落内の 階層構造 の 変化 と， 青年 リ

ーダ ーへ の 役割期待の 変化が あ っ た と考え られ る 。 第一
に ， 田中本家が 他を大 きく離

し 「殿 様」 化 し ， 部落は 田 中本家の 支配す る と こ ろ とな っ て きてい た 。 それ は 青年 会

第
一

部の機能を内側か ら形骸化 させ た で あろ う。 また 第二 に ， 青年会第
一

部あ るい は

第二 部 とい っ た 所属の 違い に か か わ らず ， 青年 会指導老 は 部落 の 青年指導者 として よ

りも ， 学区や村の 青年指導者 として の 役割を期待 され る傾 向が なか っ た で あろ うか 。
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若勢団 リーダーが青年団の 役員を務め る こ ともあっ た か らで ある 。

　い ずれ に せ よ ， 分化 して い た青年会が 一
本化された こ とは ， 伝統的青年集団の 存続

と組織強化が 目指 され て い た と理 解で きる 。 と同時に ， 伝統的青年集団 の 存続を困難

に す る状況が生起 し つ つ あ ．
⊃ た と も考 え られ る。

5． 若勢団の 消滅 とそ の 再生

（1） 若勢団の 消滅

　
一方で再編 されて い く若勢団 が あ っ た とすれば ， 他方で 消滅 して い く若勢団 もあ っ

た 。 戸数約 10戸 の 中茂 で は ， 昭和初期に 若勢団が 消えた 。 沖田面で も， 戦 時申，若勢

団が 一
時とだ えた 。 しか し ， 若勢団 の 形 骸化 と消滅が本格化す るの は戦後の こ とで あ

る
c24）

。 農地改革に よる地主制 の 解体 ， 高度経済成長 と青年の 村外流出 ， 在村青年 の サ

ラ リ
ー マ ン 化， 青年会 ・青年学級 ・自主サ ーク ル な どに み られ る青年集団の 多様化な

ど， これ らは い ずれ も若勢団の 存続を脅かす もの とな っ た
。

　第
一

に ， 農地改革で 大地主が 消えた 。 小作農の 割合 も， 数年に して 33．・0％ （昭和 22

年）か ら5．　9％ （同28年） へ と下降した 。 「住み 込み ワ カ ゼ 」 も， 昭和 28年に は ， 上 小

阿仁村全体で 22人に 減 っ た （25）
。 そ し て 農業 セ ン サ ス な どに よれ ば ， 昭和35年に は ， 5

町歩 以上 の 農家は ゼ ロ で ， 小作農の 割合も 3．4％ とな っ て い る 。
ム ラ の 権力構造 も揺

らぎ出し ， 若勢団の 組織や若勢団と部落組織 の つ なが りも弛緩 して い っ た 。

　 小沢田 の 場合 ， 田中本家の 力は昭和30年代に ， か な り衰えて い
っ た と思わ れ る 。 そ

れは ， 「本家礼」 の 消滅過程 に 象徴 さ れ て い る 。 1 月 2 日に は ，ほ とん どの 部落で

「本家礼」 が あ っ た 。 別家の 主人が手土産を も っ て 本家に 挨拶に 行 くと ， 本家で は 御

馳走 を作 っ て もて な した 。 小沢 田に もこ の しきた りが あ っ た 。 だが，昭 和 38年頃か ら

会費制とな り， 昭和43年頃に は や め て しま っ て い る（26 ＞
。 ち なみ に ， 戦後の 田中本家か

らは ， こ の 40年間 ， 村長は 出て い ない 。

　第二 に
， 農作業の 合理化と農業以外の 働き口 の 増加は ， 何よ りも農村青年の 村外流

出を可能に した 。 国勢調査に よれ ば， 上 小阿仁村全 体 で 10〜 14歳層 の 男子は ， 昭和25

年に 437人 い た 。 だ が 15年後の 昭和 40年 ，
25〜 29歳層の 男子は 260人 しか い なか っ た 。

こ の 間に ， 同世代の 約40％の ワ カ ゼ が村外に 流出 した とい え る 。 青年の 減少は ， 若勢

団を組織で ぎな くした り， そ の 活動を停滞 させ た 。

　第三 は ， 在村青年の サ ラ リーマ ン 化 。 昭 和25〜 40年の間に ， 村全体で
， 専業農家率

は 47％か ら 6 ％へ と ドラ ス テ ィ ッ ク に 下降 し
， 男子有業者に 占め る 農…林業従事率 も70

％か ら56％へ と下降 した 。 20代男子の 場合 ， 農林業従事率は さ らに 低 く， 昭和40年現

在 で 45％ とな っ て い る 。 こ の こ とは ， 上 小阿仁村に も サ ラ リーマ ン が 増え で きた こ と

を物語 る
。 青年の 生活基盤や生活意識の ズ レ も顕在化 し ， サ ラ リ

ーマ ン 青年に と り，

職場関係 の つ き合い は ， か つ て の ワ カ ゼ 同 士 の つ き合い に 優先 して い く。

　こ うした 変化 と並行 して ， 新たに 青年会や青年学級ある い は 自主 的サ ー ク ル な ども
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誕生 した 。 部落組織との 結びつ きが弛緩 した若勢団 の 中に は ， 新生青年会と一
本化 し

た り， 自然消滅をす る もの も出て きた 。 小沢田部落の 場合 ， 若勢団は 昭和32年頃 に 消

滅 した 。 そ れは ，学区で な く部落を単位 と した小沢田青年会が発足 して
，

2 〜 3年後

の こ とで あ っ た 。

（2） 小 沢 田 青年 会の 発 足 と停 滞

　小沢田青年会は ， 昭和30年に 発足 した
（27＞

。 加入年齢資格が 15〜 30歳で あ っ た こ と も

あ り， 若勢団の 再生 とい う印象す ら与えた 。 だ が ， それ は 消滅 し つ つ あ る若勢団に 代

わ る青年集団 の 誕生 とい うわ けで もない し ， 戦前の 青年団 の 再生 で もなか っ た 。 それ

は 「会則」 に 添付 されて い る 「小沢田青年会の ちか い 」をみ て も明 らか で ある 。 その

精神は ， 「部落」 志向的で もない し ， 「皇 国」 志向的で もない 。 それ は ，

一
人

一
人の 青

年が 自信を もち ， 道理 を大切に し， 悩み が あれ ば相談 し合い
， よ りよ く生 きる こ とを

願い
， また 同時に ， 働きが い の あ る， 住 み よい 郷土 社会 の建設を理 想 として い る 。 そ

の 活動 も，文化的行事 ， 体 育的行事お よび その 他の 行事か らな る もの で あ っ た 。

　他部落で も青年会が発足 し， 県連青
一

市町村連青
一

単位青年 会 とい う 「三 点系列」

の 末端 に 組 織化 され て い く。 だ が，上 小阿仁村 の 単青の 中 に は ， 昭和 30年代後半に 消

滅す る と こ ろが 出て くる 。 それ は ， 昭和29年に 新設 され た 「青年学級」 の 歩み に も似

て い た 。

　た とえば昭和36年当時， 小沢田青年学級長を して い た K ．1 ．氏は ， 青年学級開催に

つ い て の 通知の 中で ，
つ ぎの よ うに 語 っ て い る 。

　　 「さ て 登録制に し た小沢田地区青年学級 も， 第五 回 目を迎え ま した が ， 登 録 した

　学級 生 の 皆 さん が 一向に 集 ま りませ ん 。 これ で は 何 の 為に 登 録制に した の か ， さ っ

　ぱ りそ の 主 旨が わか りません 。 確定 した登 録学級生 とす るた め に ， 今回 は 当日出席

　 した 人達に 限 り学級生 と致 しますの で万 障繰合せ の上 御出席下さい
。」

　そ の 時の 学級生名簿に は ， 男子 21名， 女子 14名が登録 され て い る 。 こ れ らは ， 小 沢

田部落在住者だ けで な く， 五 反沢 ， 福館 ， 堂川の青年を含め て の人数で あ っ た 。

　集ま りの 悪 さは 「青年学級」 の 行事内容 が ハ ー ドで あ っ た か らで は ない 。 そ の 内容

は ， 日常生 活に 直結 した もの や レ ク リ エ
ー シ ョ ン 的な もの が ， そ の 中心 を な し て い た

とい っ て よ い 。 上小阿仁村の 高校進学率 も， 当時 ， 男子 32％ ， 女子26％で あ っ た 。

　 こ うした 「青年学級」 の 例 か ら も分か る よ うに ， 昭和 36年頃か ら ， 単位青年会の 消

滅が み られ た 。 単青が 消え 出す とい うこ とは ，青年会活動に と り赤信号 で あ っ た 。 そ

れ は ， 青年団体活動 の 衰弱化を 物語 っ て い た 。 上 小阿仁連合青年会は ， 県連合青年 会

に も所属 して い た が ， 昭和37年 10月現在で ， 会費未納 と記録 され て い る
（28＞

。

　 こ うした 事態を み か ね て ， 公 民館の て こ入 れ もな され る 。 昭 和 37年の 暮 ， 各青年 団

体 の 役員が 招集 され ， 話し合い の 結果 ， 翌年に 「上 小 阿仁 村青年 同志会」が 発 足 し

た 。 しか し ， 1年半後に は ， 上 小阿仁連合青年会 も七 つ の 単青 （200人）を動員し ，

昭 和 39年 9 月 20日，役場 会議室で 大 会を 開催 し， 立 ち直ろ うとして い た
（29）

。
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　ち なみ に 昭和40年 10月21目に ， 上小阿仁村公民館で 青年 と面接 した 佐藤守の メ モ に

よる と ， 事実 まだ七 部落に 青年会は 存在した が
， 会員数 は 1年 間で半減 して い た 。 小

沢 田26人 ， 沖田面 24人 ， 五 反沢23人 ， 羽立 13人 ， 仏社11人， 大林11人， 屋布 8 人， 計

116人で あ っ た 。

　小沢 田青年会は ， 男子 15人 ， 女子 11人か ら構成 され て い た 。 そ し て つ ぎの よ うな活

動を し て い た 。

　七 倉神社奉納演芸会の 主催 ， 七夕の 「と うろ う」 コ ン ク ー
ル 大会の 主 催， お盆の 部

落対抗球技大会 （バ ス ケ ヅ b と野球） へ の 参加 ， 部落内の 清掃奉仕 ， き りた ん ぽ会な

どの 親睦会等が ， 主な活動で あ っ た 。 しか し ， そこ に は ， か つ て の 「若勢団」に み ら

れ た 「相撲」 も 「獅子踊」 も 「山林原野 の 監督」 もない 。

　 「相撲」 は ， 昭和35年頃まで 学区対抗 で 行わ れ て い た よ うで あるが，その 後 と絶え

て い る 。 「獅子踊」 も戦後中断 し， 昭和40年に 保存会がで きた もの の 3 年で と絶えて

しま っ た
（30］

。　「山 林原野の 監督」 「ム ラ の 警備」 な ども ， 部落は 青年に 依存 し な くな

っ た 。 それ らは 部落 の 事業 とな っ て い っ た 。 小沢田 部落の 場 合 ， 昭和39年に 改訂 され

た 「部落規約」 の 第 4 条 （本部 落の 事業）は ， それ を 明記 して い る 。

　 以上 の 変化は ， 若勢団 の 消滅に つ づ き， 青年会 もその活動が さ らに停滞す る こ とを

予示 して い た 。

  　小沢田 若勢団 の 再生 と地域づ くり

　   　過 疎の 進行

　昭和 40年以降の 地 域社会の 変貌は ， それ まで 以上 の もの で あ り， 同46年に は ， 上小

阿仁村 も過疎振興法に よ る指定村とな っ た 。 人口 も，
ピー ク時の 昭和35年に 6972人を

数えた が ， 同 55年に は 4352人 と急減 した 。 村外流出は ， 青年層だけで な く， 壮年層に

も及 ん で い っ た 。 た とえぽ ，
15年間で 同世 代の 約 4 割が村外流出 した 結果 ， 昭 和 40年

に は 260人 と減少 した 25〜29歳層 （男子）の 場合 ，
つ づ く15年間で ， さ らに そ の 約三

分 の
一が 流出し て い る。 それは ， 今 ま で に な い 壮年層の 村外流出 とい える 。 い うまで

もな く， 若 い 世代の 村外流出も急上 昇した 。 た とえ ぽ昭和 40年に ， 10〜 14歳層の 男子

は 461 人い た けれ ども， 昭和55年 まで の 15年間で
， そ の 約 7割が 村外に 流出 した 。

　高校進学率 も， 男子の 場合 ，
つ ぎの よ うに 上 昇 した 。 昭和 35 年 （22％）→ 同 45 年

　（52％）→ 同 55年 （96％） と。 村内に は 昭和46年に 廃校 とな っ た米内沢高等学校上 小

阿仁分校 （定時制） しか なか っ たか ら， 高校進学 も青年 の村外流出に 拍車を かけ た で

あろ う。

　 以上の よ うな約 30年間に わ た る ワ カ ゼ 層の 村外流出は ， 昭和 30年代末か ら徐 々 に 過

疎問題を 顕在化 させ て い っ た 。 児童教の 減少に よ る学校の 統廃 合 問題 老人扶養 の 問

題 ， 部落の 村内移転な ど，い ろい ろ 出て きた 。

　 とこ ろで 小沢田部落は ， 沖田面部落 と並 び 村内の 中心地に 位置 した の で
， 昭 和40年

頃に は 戸数 も 157戸を数え，人 口 も昭和 25〜 40年 の 間 ，
トータ ル で は ほ とん ど不 変で
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あ っ た 。 青年会や青年学級が ， 昭和30年代を何 とか 切 り抜けて こ られた の も， 他部落

に 比べ て 相対的に まだ無理 が ぎい たか ら で あ ろ う。 しか し昭和40年代に 入 っ てか ら

は ， 小沢田 も沖田 面 も人 口減少期に 突入 した 。 小沢田 の 男子人 口 は ， 昭和40〜 55年の

間 に ，375人か ら242人へ と減少し ， 同59年現在で は 228人 であ る 。 減少人口 の 大半 は ，

か つ て の ワ カゼ 層で あ っ た 。

　小沢田部落 の 壮年層も， 地域の 変貌に 危惧 し出す。 伝統文化の 保存 ， 地 域 の 活 性

化 ， 世代間 の 交流 などに ， もっ と力を入れ る必要 を感 じる よ うに もなる 。 しか し ， 在

村青年は 高校生 とサ ラ リ
ーマ ン が ほ とん どで ， 地域づ くりの 主体に は な り難い 人ぽか

りに な っ て い た 。

　   　新小沢 田 若勢団の 誕生

　村に 残 る者に と っ て
， 過疎対策は 理論か ら実践の 段 階に 入 る 必要が あ っ た 。 「む ら

興 し」 も具体化し て い く。 た とえば昭和46年一杉花に 養蚕組合設立 ， 同48年一特産物

栽培普及協議会発足 ， 産業祭第 1回開催 ， 同49年一山羊飼育組合発足 ， 農業総合 セ ン

タ ー発足 ， 同50年
一

中茂に しめ じ栽培工 場竣工 ， 同51年
一

キ ジ ・ヤ マ ドリ組合発足 ，

淡水 魚生 産組合発足 な どと， 新 しい 試み が展開 され だ した 。

　 老 人問題に つ い て も， 生 きが い づ くりと特珊養護老人 ホ ー ム の 建設 で対応策が検討

され て い っ た 。

　残 る は ， 廃れ い く伝統文化 （行事）の 継承 と保存， お よび 連帯感に あふ れ た融和的

人 間関係づ くりな どで あ る 。 こ の 面か らの 地 域 づ く りを考え て ， 新た に 設 立 され たの

が 小沢 田若勢団で あ っ た 。

　 小沢田若勢団 の 設立 は ， 昭和 51年 7 月 の こ とで あ る。 その 設立 発起人は ， M 。　T ．琉

（41歳）を代表 とする 12人の 「ワ カ ゼ 」で あ っ た 。 その 中に は
，

上 小阿仁連合青年会

会長の K ．1 ．氏 も入 っ て い た
（31）

。

　 M ，T ，氏は 「設立 経過報告」 の 中で ，
つ ぎの よ うに 述べ て い る。

　　 「昔か らの 伝統を受け継 い で ぎた 小沢田部落小沢田若勢団が ， 時代 の 移 り変わ り

　 に よ り自然消滅を して しまい ， 部 落 の伝 統行事の
二

普及 ・保存 もな く消え去 っ て ゆ く

　 現況で あ ります。 こ の現実をみ て ， こ れ ま で あ っ た小沢田部落 の伝統行事 （万灯

　 火 ， 盆踊 り，鳥追い ，祭典行事等）を
一

つ で も受け継 こ うと ， 今年 ， 部落を愛す る

　 勇土 が 春の 祭典行事に お い て俵神輿を か つ ぎ， 祭典を よ り以 上 に 盛 り上 げた 。 こ の

　 盛 り上 が りを組織化 し一本化を図 り， 伝 統行事の 普及 ・保存 と会員相互の 親睦 ・融

　 和に 努め ， 社会の健全なる進展に 寄与する こ とを 目的 として
， かね て か ら準備中の

　 とこ ろで あ りま したが ， 設立計画をい た し ま した 。 （以下略）」

　 こ うし て 「小沢田 若勢団」 は 発足 した 。 会員は 45歳 まで の 男性 で
， 小 沢 田部 落内に

居住す る社会人で あ っ た 。
こ うした 年齢上 の ス パ ン は ， 若い 人に

一
人 で も多 く参加 し

て 欲 しい とい う思 い と， 青年の 減少化 した 中で 壮年集団が 中心 とな らなけれ ば とい う

決意の 双方を考慮 した 結果で あ る 。 青年 会で もな く壮年会で もない 。 そ れは 青壮年か
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らな る こ とが 期待され た の で
， 人々 に 馴染み の ある 「小沢 田若勢団」 と名 づ け られ

た 。

　設立当初 ， 会員教は 71 名 ， 現在は 57 名で ある 。 会 の組織は ， 会畏 1 名 ， 副会長 2

名 ， 理事 8 名 ， 監事 2 名 ， 事務局 2 名，お よび一般会員か ら構成 され て い る。 なお理

事に つ い て は ，

一
人が事務局長で ， 残 りの 七 人は ， 七 ブ ロ ッ ク に 分けた 地区の 連絡係

を兼ね て い た 。

　小沢田若勢団は ， そ の 中心 メ ン バ ーが部落に 定着 した壮年層で あるか ら，

一
時的に

せ よ ， その 存続 と活動に は安定した もの が期待で きた 。

　   　新 小沢 田若 勢団 の 活動

　 「小沢田若勢団通常総会議案」　（昭 和59年 2 月 5 日）に よ る と ， 行事の 種類 も安定

化 して きて い る 。 昭和 58年度の 事業報告 と同59年度の 事業計画を参考に すれば ， 行事

は 大別して つ ぎの 四 つ に 分け られ る
（32）

。

　第一
は ， 鳥追い

， 万灯火， 七 夕な どの 子ど もを主体 とした伝統行事へ の 協 力 で あ

る 。 若勢団は ， 材料 の 準備 ，
つ くり方 の 指導な どをす る 。 中学生や 高校生の 参加を得

られない 状況の 中で ， 若勢団は伝統行事 の 保存 ・普及に 協力 して い る 。

　第二 は ， 若勢団主体の 行事 へ の 参加 。 こ れは 七倉神社春季祭典の 俵神輿か つ ぎな ど

で ある 。

　第三 は ，
レ ク リエ ーシ ョ ン 的行事の 主 催や それ へ の 参加 。 紅 白野球大会 ， お 盆球技

大会 ，
カ ラ オ ケ 大 会 ，

ビ ア ・ パ ーテ ィ な どが ， それ で ある。 会員相互 の 親睦会で もあ

り， 地域住民 の交流機会ともな っ て い る 。

　第四 は ， 部落や 壮和会との 座談会な どへ の 参加で ある 。 部落 との 座談会は ， 部落の

役員 と若勢団の メ ン バ ーが集 ま り， 相互 が部落内の こ とで分か らない 点を尋ね た り，

若者 の考えを述べ る会で ある 。 た とえば 「部落有財産に つ い て 分か らない の で ， あち

らこ ち らに ある 山林牧野に 案内 して もら っ た こ と もある 。 」 とい う。 か つ て の 若勢団

は 部落有林野を実際に 監督した が ， 今で は 山林牧野 （共有財産）の 整備と管理 は部落

の 仕事 とな り， 若い 人達は 部落有地 の場 所 ， 部落有地 と私有地 の境界に つ い て も分か

らない か らで ある 。

　壮和会 との 座談会は ， 若勢団OB と若勢団の 現役 との 交流会で ある （若勢団 の OB

会は ， 60歳 まで の 人が つ くっ て い る もの で ， 壮和会 とい う）。

　以上か らすれ ば ， 小沢 田若勢団は ， 部落内の 世代間交流の 要 に な っ て い る 。 伝統行

事へ の協力を通 し て子 どもや そ の 親と， 若勢団主体の 行事で は青壮年の 若勢同士 で
，

部落や壮和会 との 座談会を通 して 年輩者 な どと， それぞれに 交流 して い ける立場に あ

るの が 若勢団で ある 。 さ らに 若勢団主催 の レ ク リエ ー シ ョ ン 行事は ， 地域 の 人 々 の 総

合的交 流を可 能に して い る 。

　 こ の よ うに 壮年層を中核に 再 組織 され た 小沢 田若勢団は ， 部落の 維持 ・存続 へ の 危

機 感か ら誕生 し ，
い ま部落の年齢集団 の

一
環 として 自己 の 社会的位置 と役割 を再認識
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し， 地域社会の 活性化を 目指して い る とい っ て よい 。 わ れわ れ は ， 小沢田部落の世代

間交流の 要とな りつ つ ある新生若勢団の 中に
， 伝統的青年集団の 再編の

一
形態を見る

こ とがで きる 。

6．　 お わ りに

　本稿で は
， 同族結合を母体 とし た 山間の ム ラ ， 小沢田 部落に 見 られ た 青壮年型 「若

者組」 の 再編過程に つ い て 究 明して きた 。 そ の 結論 として ，
つ ぎの 五 点を 指 摘 で き

る。

　（1） 村落の 階層分化は ， 若者組の 組織を 分化させ た り， 再 統合 させ た 。 大地 主 が形

成 され る過程で ， 小沢田若勢団は 地主層の 長男か らな る青年会第
一

部 と小作層 の 子弟

か らな る 同第二 部に 分化 した 。 また没落 した 地主層の 息子が 第
一

部 に 混 じ る に つ れ

て ， 第
一

部は 第ご 部を指導で きな くな り， 双 方は再 び統合 され ， 大地 主 の 君 臨す る部

落組織の 支配下 に 置か れた 。

　  　明治20年代 の 末か ら上小阿仁村で も， 青年の 修養や風紀改善を 目指 し， 青年会

や校友会が三 学区に 組織されて い く。 そ して さ らに 大正 5 年に は ， 全村を単位 とす る

上小阿仁村青年団が組織され ， 小沢田に も支部がで きた
。

しか し
， 従来と同様 ， 部落

単位の 伝統的青年集団 と部落の 枠を越えた 官製的青年団は 並存重複の 関係に あ っ た 。

青年団 の 場 合， 加入資格年齢が 25歳以下 で あ っ た し ， 活動 の 種類 も伝統的青年集団 と

は 異な っ て い た か らで ある 。 二 重忠誠を強い られた 青年 は ， 官製的青年団 よ りもむ し

ろ伝統的青年集団 の 集会や活動に よ く参加 した 。

　  　小沢田 の 伝統的青年集団は ， 大地 主 が支配す る村落の社会構造に 組み 入れ られ

て い た か ら，地主制の 解体 は若勢団の 立場を曖昧に し ， その 消滅をは や め た 。 それ に

拍車をか けた の が ， 高度経済成 長期の 青年の 村外流出， 在村青年の サ ラ リーマ ン 化 ，

お よび近代的青年集団の 簇生で ある
。

　（4） 過疎化の 過程で 戦後生 まれの 青年学級や青年 会の 活動 も停滞 し， 伝統行事も廃

れ つ つ あ っ た 。 部落の 未来に 危機を感 じた壮年層が 中心 とな り， 小沢 田若勢団を再生

さ せ た 。 新小沢田 若勢団は ， か つ て の若勢団 と同様 ， 青壮年集団で あるが ， 以前の よ

うな労働奉仕で は な く， 伝統文 化の 継 承 と住民の 世代間交流に よ る地域づ くりを 目指

して い る 。

　  　い ずれ の 時代に おい て も， 社会 の存続は 世代間 の交流な くして は 不 可 能 で あ

る 。 過疎社会に 再生 した小沢田若勢団 は，世代間交流の 要 とな る青壮年集団 の 在 り方

に ，

一 つ の モ デ ル を鍵供す る もの とい っ て よ い 。 青年に 期待 しに くい 地 域社会に あ っ

て は ， と くに 壮年層 の 果 たす役割 の 重 要性 に つ い て ，再 認識 す る必 要が あ る 。

〈 注〉

（1） 福武直の 分類 に よれ ば ， 村落に 見 られ た社会集団は 大別 して 三 つ あ る 。 第
一

は
，
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年齢集団や 氏子集団の よ うに 村落を単位に 形 成 され て きた 「伝統的社会集団」。 第

　二 は，青年団や婦人会の よ うに 明治末期か ら町 村を単位に 形成 され た 「官製的特殊

　機能集団」。 そし て 第三 は ， 成員が 自発的に 形成 し参加す る 「近代的特殊 機 能集団」

　で あ る （福武 直 『福武 直著作集』第 8 巻 ， 東京大学出版会 ，
1976年 ， 113〜 138頁）。

　　本研究で 使用 す る伝統的青年集団 とは ，福武 直に 依拠すれ ば ， 「伝統的社会集団」

　に 属す男子年齢集団の 一環をなす 「若者組」 ない しそ の 末裔を指す。 した が っ て ，

　それ は青年団の よ うな 「官製的特殊機能集 団」 と も異 な るし ， グ ル
ープや サ ーク ル

　な どの よ うな 「近 代的特殊機能集団」 と も違 う。

  　下村虎六 郎編 r若者制度 の研究』大 日本聯合青年團，
1936年，

31〜 63頁 。 中 LLI太

　郎 『日本若者史』 日文社 ， 1956年 ， 5 〜 23頁 。

（3） 佐藤守 r近代 日本青年集団史研究』 御茶の 水書房 ，
1970年 ， 6 頁 。

（4） 教育社会学を は じめ ， 諸分野で な され て きた若者組 の 調査研究史を コ ン パ ク トに

　ま とめた もの と して ，
つ ぎの もの が参考に な る 。 天 野武 r若者組 の 研究』柏書房 ，

　 1978年 ， 5 〜 22頁 ，
522 〜 542頁。

  　竹内は 戦前か ら年序組織に 関心 を寄せ て い た （竹内利美 『信州東筑摩郡本郷村に

　於け る子供の 集團生活』 ア チ ヅ ク ・ミ ュ

ーゼ ア ム
， 1941年 ，

178〜 230頁）。 そ の 後 ，

　 昭和 30年頃か ら東北地方 の年序組織 の実証的研究に 入 っ た 。 その 最初の モ ノ グ ラ フ

　が ， 竹内利美 ・江 馬成也 ・藤木三千 人 「東北 村落 と年序組織」 『研究年報』 W ， 東

　北 大学數育学部 ，
1959年 ，

63〜 172頁で ある 。 後に こ の モ ノ グ ラ フ を中心に 整理 し

　た 論文が ， 竹内利美 「東北村落 と年序集団体系」 r東北文化研究室紀要』第 8 集 ，

　 1966年，57〜 69頁 で ある 。

　　研究 の 動機は ， 従来の 民俗研究分野に お け る若者組研究が東北地方 を研究対象か

　 ら外 して ぎた こ とへ の疑問で ある 。 竹内は ， そ の 原因を つ ぎの よ うに 指摘す る 。 従

　 来の 研究は ， 「寝宿」慣行 とそれ に 随伴す る婚姻統制 の機能に 関心 を置い た ため ，

　 「寝宿」慣行や 未婚青年だ けの 集団の 見 られない 東北地方が考察の 外に 置か れた の

　 で は ない か ， と。 竹内は ， この よ うな問題点を ， 中山太郎 『日本若者史』 （春陽堂 ，

　 1930年）や有賀喜左衛門 『日本婚姻史論』　（日光書院 ，
1948年）の 研究か ら感 じた

　 わ け で あ る 。 そ して
， さ らに つ ぎの よ うな指摘を して い る 。

　　　 「着実な現地調査研究をぬ ぎに し て ， 若者組ない し年齢集団は ， 東北地 方で は

　　 未発達で あ っ た とい う見解が ， すで に
一

般の 通念 とさ えな っ た よ うに み え る 。」

　　 こ うした問題 意識か ら， 主に 宮城県や青森県に み られた 年序組織に つ い て 現地調

　 査 を展 開 して 行 っ た 。

　　 なお ， 竹内と江馬 の 研究に は ，
つ ぎの よ うな もの もある 。 竹内利美編 『下北 の村

　 落社会』 未来社 ，
1968年所収論文 ， 江馬成也 「山村社会の 変容 と若者組織」 『村落

　 社 会研究』第 7 集 ， 塙書房 ，
1971年 ，

71 〜 108頁 。

  　矢野 グ ル ープ の 研究 も昭和 30年頃 に 開始 され た 。 そ の 研究成果が ， r比較教育文

　 化研究施設紀要』 第 11号 ， 九州大学教育学部附属比較 教 育文化硬究施設， 1963年で

　 あ る 。

　　 佐賀県内の 某河川沿い の 山間部村落 と平坦 部村落に 調査地を設定 し， 比較研究を

　 試み て い る 。 そ の 中で ， 「青年組」 と称す る伝統的青年集団の 果た す教育機能が ，

　 年齢階梯組織の 変容過程に 即 して 究明 されて い る 。 また 「青年組」 の 活動が衰退す

　 る に つ れ ， 青年団お よび小集団の 活動が活性化 して い く過程 も実証的に 究 明 されて

　 い る
。 そ し て 「部落改革型」 の 青年は

， 部落 の 枠を越 えた 青年集団参加者に 多い と

　 指摘 して い る 。
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伝統的青年集団の 再編

　　なお ， こ の 研究を踏まえ， 同
一

の 山間部村落を昭和 49年に 再 調査 した 研 究 が あ

　る 。 池田寛 「村落構造と若者組の 教育構造」 r教育学研究』第47巻　第 1号 ，
1980

　年 ， 20〜 29頁が ， それ で ある 。

（7＞ 佐藤守 の研究は ，昭和35年頃に ス タ ー トした 。 佐藤は 全国各地 （東北 ・北陸， 東

　海 ， 西南の 三 地方）の 村落を調査 した 。 そ して 伝統的青年集団 の 変容過程 （若者組

　の 解体や そ の 青年 団へ の 再編過程）を ， それ ぞれ の 村落に お け る内的特殊条件 とナ

　 シ ョ ナ ル な レ ベ ル に お け る制度的改革 ， ない しは経済変動 とい っ た 外的
一

般的諸条

　件 との 交錆の もとで 究明 した 。 そ して 若者組が青年団に 再編成 され ， 更に それ がサ

　
ー ク ル 化 して くる変容過程を ， 日本青年集団 の 近代化過程 と と らえ て い る 。 『近代

　 日本青年集団史研究』 御茶 の 水書房， 1970年は ， 以上の 研究成果を23 の 事例 に 即 し

　 て ま とめ た もの で ある 。

  　佐藤守 ・保田正 毅 ・新井眞入 『「伝統的青年集団の 研究」 面接記録』 秋 田大学教

　育学部 教育学研究室，
1986年参照 。

  　上 小阿仁村郷土 史編 さん 委員会編 r上小阿仁村郷土史　資料編第
一

集』上小 阿仁

　村教育委員会， 1975年 ，
42〜 43頁 。

  　上 小阿仁村郷土 史編さん 委員会編 『上小阿仁村郷土史　資料編第二 集』上小阿仁

　村教育委員会 ， 1975年 ， 84〜 85頁 。

  　しか し ， 小沢田 で は ， 明治に な っ て 大地主 が 出現す る 。 宮本は
， そ の 出現の プ P

　 セ ス に つ い て も考察 して い る 。 注衂を参照 。

  　祐川輝夫編 r昭和54年度調査報告　上小阿仁乃民俗
一

秋 田県北秋田郡 上 小 阿 仁

　村
一

』東洋大学民俗研 究会 ，
1979年 ， 357頁 。 鈴木萬次郎 『村史断片』上小阿仁新

　聞社 ，
1980年，

348頁。

  　林野庁 『昭和30年度　山村経済実態調査
一

森林組合篇第 9号
一

』　（秋田県北秋田

　郡 上小阿仁森林組合）1956年，
18酎 19頁 ， 22〜 24頁 。

　　ちなみ に 田中吉五郎 （1854〜 1925）は ， 明治 16年に 小沢田外六 力村 の 戸 長 と な

　り， 明治22年に 初代上 小阿 仁村村長 とな る。 以後 ， 明治30年， 39年，43年， 大正 11

　年 と村長に 選出されて い る 。 その 息子田中元久も昭和14年に 村長 とな っ た 。

  　「明治33年調制　小沢田部落規程抄録」 お よび 「明治 41年制定　小沢 田部落維持

　規則」 を参照 （佐藤 ・保 田 ・新井 『前掲書』79， 81頁）。

  　佐藤
・保田 ・新井 『前掲書』26，

51頁 。 祐川輝夫編 『前掲書』 92〜95頁 。

  　鈴木兵蔵 r上 小阿仁村の 郷土史』（上 小阿仁村立 図書館蔵）， 1918年，
16〜 17頁 。

　　ち なみ に 秋 田県で は ， 明治40年 に 「青年 團体規約準則」が 制定され ，　「青年團体

　ノ 設置若 ク ハ 改造」が奨励 され て い く。 そ して 明治42年 当時 ， 秋田 県内に は
， 校友

　会 ， 青年団な どが ，
172存在 した （秋 田県教育 委員会編 『秋 田県教 育史』 第二 巻

　資料編二 ， 第
一

法規 ， 1982年 ， 954・V958 頁）。

  　佑藤 ・保 田 ・新井 『前掲書』28頁 。

  　こ の要項に は ， 青年団 に つ い て 次の事項が 詳細に 示 され て い る 。 目的 ， 組織， 区

　域 ， 指導者，事業，補習教育， 集会， 事務， 維持， 他の 団体との 連絡 ， 監督な ど

　が ， そ れで あ る （秋田県教育委員会編 『秋田県教育史』第三 巻　資料編三 ， 第
一

法

　規 ， 1983年 ，
965N967 頁 ）。

  　文部省 『全 國青年團の 實際』文 部省普通學務局 ，
1921年 ， 31頁 。

   青年団の モ デ ル は 西南 日本の 青年型 「若者組」に あ っ た か ら， 東北地方の 場合 ，

　青年団は 青壮年型 「若者組」 と並存重複し ， そ の活動も独 自性の 乏 しい 不活発 な傾

　向が あ っ た よ うだ （竹内利美 r前掲書』1966年 ， 68頁参照）。
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  　佐藤守は ， 伝統的青年集団 （若老組） と青年団 との 関係を ， 断絶型 ， 並列型， 包

　摂型に 分類 し ， 東北 ・北陸地方 の 事例に お い て は ， 並列型 ， 包摂型 ， 包摂 ・ 並列型

　を見 る こ とが で きる と結論 して い る （佐藤守 『前掲書』 14〜 15頁，
545〜 546頁）。

  　上 小阿仁村で は ， 大正 7年 に ， 条件つ きで 部落有財産の 村有無償統
一が な され ，

　条件統一地 2500町 歩 ， 無条件統
一

地 1500町歩が誕生 した 。 条件統
一

地の 地上権は ，

　各部落に あ っ た 。

  佐藤 ・保田 ・新井 『前掲書』27頁 。

pa　　da丿II輝夫編　『前掲書』　92〜 95頁 o

  　林野庁 『前掲書』 135， 137頁 。

鱒　祐川輝夫編 『前掲書』 258頁 。

  　昭和20年代末 〜 同30年代初 め は ， 町村合併に よ り新行政区域に 基づ く市町村青年

　会の 再編成の 時期で もあ っ た 。

衂　「秋田の 青年」No．　8 ， 秋田県連合青年会，
1962年10月 。

  　「秋 田 の 青年」 M33
， 秋田県連合青年会，

1964年 8月 。

  　祐川輝夫編 『前掲書』 353〜 354頁 ，
366〜 367頁 。

  　秋田県で は県 連合青年会が 中心 とな り， 昭和48年か ら 「ふ る さ と運動」 を 展開 し

　た 。 そ し て 同年の 県連青定期大会で ， 小沢田代表 の K ．1 ．氏 （27歳） も常任理事に

　な っ た （「秋田 の 育年」 No．105， 秋田 県連合青年会 ， 1973年 6 月）。

  　以下 ， 行事 の 詳細は ，佐藤 ・保田 ・新井 r前掲書』 72〜 76頁 を参照 。

〔付記〕 本研究は
， 昭和 59， 60 両年度に わ た る文部省科学研究費補助金 （一般研究

B ）「東北地方に お け る伝統的青年集団 の 実証的研究」（研究課題番号 59450032
， 研究

代表者 ・秋 田大学教育学部教授 ・佐藤　守） の
一

環をなす。 面接調査 ， 史料 の 収集な

どをは じめ ， 佐藤 守教授 の 御指導を頂い た 。 記 して 深甚な る感謝を 申 し上げ ます 。
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